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mm rJI伯 で外イJl懐 剣 7,.下痢の筋活軌が認められた1例においては,外側粥突筋下萌の肪fEtr酬'･-j一男･と
筋管図倍号の相関が温められたoまた,30znm,40mm開口位,5nn下顎前方位,最大下顎前方
位,5mm下顎前方位において50kPa,100kPa,150kPaの後方負荷を与えた場合では,外側果実
i筋下頭の筋電図倍号と筋音図イ4:一･P,･との間に正の相I兇関係が認められたDまた,筋音図信号を周波数
分析した結果,周波数ピー クは15-20Hz付近に存在したO
-方,最大噴みしめ時では岐筋練塀,側軸肱再tl'腹 ･後脳の大きな肪括gVuを姫めたが,防音図信号と
外側翼突筋を含めた被牧5筋の肪',･Li周信rFJ･とのTJJには有意な相関IBJ係は溜めなかったO
考察
本研究では,外仙米突筋の非位恥的な肪括軌.搾価法を新たに鵬立するために,筋管図に注目したO
筋骨[.RIJ,妃録はこれまでに加速度ピックアップやコンデンサマイクロフォンが用いられているが,加
速度ピックアップの年.'J=徴として,コンデンサマイクロフォンと比べてよりmJ'の振州のh'6帯を受けや
すいとの報告があるoさらに,コンデンサマイクロフォンを用いた肪音国記鍬の方が,加速度ピッ
クアップを用いた筋辞的記録よりも,広い括gIJu域において肪'-･Ll酬EiFJとの相関が高いと報告されて
いる.本仰兜ではコンデンサマイクロフォンを用いてJlも'･7=T-園を記赦した｡
本研究におけるhl)'音園信号の周波数特性は,15･20Hzに)'-!il波数ピークを有しており,0rizioら
が報告している肪音剛 .Li;.甥,･の周波数特性と一致することから,妥当な舵)-IS･図記録が行えている
ことが示されたo
被験下顎位での防音rg1倍号と被救5mlJlの07Jl'l8剛1.7弓･との相関阻係については,10mm 開口位にお
いて,2例においては外側米突肺の肪'LB'周信号と肪普JBIl百号との剛に相関関係を絡めなかったo
これは 10mtn開口では顎関節下頭の回転迎動が生じるのみであったために,外･lLl儲突筋の肪
活lu)がほとんど生じなかったことがJ-i個 である考えられる｡30zntn,40zntn関口位,5mm下肌jTj･
方仲:,倍大下顎前力位,6mm下顎前方位における60kPa,100kPa.150kPaの後方負刊p'fを与えた
場合においては,外側架突筋の明腕な筋活軌が継められ,外側醍突筋の筋'LG図倍号と低音馴'.ニi号
は相朋を示すことが明らかになった｡しかしその他の被倣4筋､すなわち岐肪挽周､側頭筋前腹､
側頗肪後腹ならびに顎二腹筋前脱の脹俄馴 百号には筋音園信号とは宥恕な相関関係を混めなか
った｡このことは,外側報奨筋の筋括軌の先進を防音馴舌骨によって評価することが可能であ
ることを示しているoしかしながら,瓜大境みしめ時には外側界央筋の防風図信号および筋音
囲信号が絡められたが,両者の間に有･.Liな相関関係は絡められなかったoこれは庇大岐みしめ
時には喫筋や側頭筋のmJl括軌が大きく,外側罪突筋の防振肋が埋伏 してしまったことが原因と
考えられるOしかし,肪活軌の冗漣が観察された唆筋や側頭筋の肪風図倍号と防音園信号との
間にも有意な相関関係が絡められなかった｡このことから,外耳道内で記映された筋管図は,
大きな筋情動を生じた収賄や側頭筋の直接的な形轡を受けないと考えられる.
以上より,筋骨図を用いて臨床的に外側来襲筋の筋借物を非侵頒的に評価できる可能性が示唆され
た｡
学位論文審査結果の要旨
外ILIJ唄突Zl'J一括lJyJの.itI'･佃ま,■J',YiI-iIJJ'gi･.I一三を含むiri;I:･i-下顎析出のメカニズムを明らかにする上
で過少であると考えられるものの,本筋の機能特性は,L･だ不明な点が多いoその遡由の一
つとして,従来,外側IR突肪括軌を計nIJするためには位鵜的な針奄栃やファインワイヤ-
電極の刺人が必要とされてきたことが挙げられる0本研究では,肪晋図を用いた非侵襲的
な外側輿奨筋の肪活動評価舷を検討した｡
研究結果として以下の成果がえられたo
1)外耳道内で得られた防音図の周波数ピークは従来の報告と一致する15-20Hzであり,
肪括軌を記録していることが示された0
2)30mm以上の開口位,下顎前方位では外耳道内の筋音図と外側殊突筋の肪領国との間
に有密な正の相関関係が示されたため,外側輿突筋の筋括軌は外耳道内からの筋音図に
よって評価できる可能性が明らかとなった｡
3)最大岐みしめ時では閉口筋である嘆肪残屑,側頭肪前腹および側頭筋後腹に著明な筋
活動を終めたが,外耳道内の筋音園との有意な相関関係は認めなかったOまた,外側翼
突筋の肪俄図と外耳道内の筋音園との間にも有意な相関関係は蘭めなかったd
上記の結果は,現在外側来突筋の肪括肋を測定する際に用いられている筋電図測定法に
代替する筋音園測定法の確立につながる知見と考えられる｡また,特に開口時や下顎前方
位における外側翼楽勝活軌を頭蓋下顎障脊患者で非侵典的に評価する方法として,将来的
に臨床的な有用性が示されたと考えられた｡
よって,審査委員会は本胎文に博士 (歯学)の学位論文としての価値を認める.
